
  

隠れマルコフモデル(HMM)例

● 自己紹介　@mabo0725

２０年以上データ分析

● 離散型ＨＭＭの計算例の紹介

計算はＥＭ版（ＭＣＭＣ版の方が実装は簡単）

観測データは富士通（2000年ごろの）の株価



  

離散型ＨＭＭの考え方



  

離散型ＨＭＭのアルゴリズム

● 観測値の時系列は背後の要因で変動する
● 背後にある要因を隠れ状態とする

状態の推定なのでカルマンフィルターと同類
● 以下を隠れ変数としてＥＭアルゴリズムで解く

　　π[I]　 　　：初期確率
　　　　　　　　 隠値X[1]　が Ｉ の状態になる初期状態確率

　　M[I][J]　 ：遷移確率
　　　　　　　　　隠値X[t]が Ｉ の状態→
　　　　　　　　　次の隠値X[t+1]が　Ｊ　の状態になる遷移確率

　　F[I][Y[t]] ：出現確率
　　　　　　　　　隠値X[t]が Ｉ の状態 → 観測値Y[t]になる出現確率



  

離散型ＨＭＭのアルゴリズム
①観測値Ｙ［ｔ］の読込み

②隠れ変数を乱数で初期化

③ＥＭの繰返し

a)Ｅステップでパラメータ推定

隠れ変数π、M、F → パレメータα、β、γ、ξ推定

※パラメータ α、β (フォワード・バックワード法で計算)

b)Ｍステップで隠れ変数推定

パラメータα、β、γ、ξ → 隠れ変数π、M、F推定

c)隠れ変数値が変わらなくなる（収束）→終了

④隠れ変数の出力

隠れ変数　π（初期確率）、Ｍ（遷移確率)、Ｆ(出現確率）



  

理論は複雑だがプログラムは簡単



  

観測値「250日の株価」（入力）
計算のため離散化する

観測値は 5個(低→高)の状態とする
隠れ値は 3個の状態とする(根拠なし)



  

離散型HMM　計算結果（出力）

初期確率

遷移確率

出現確率

遷移確率

繰返数
隠れ状態数 観測状態数



  

離散型HMM　計算結果（初期確率）



  

離散型HMM　計算結果（遷移確率）



  

離散型HMM　計算結果（出現確率）



  

離散型HMM　計算例　まとめ

● 隠れ状態１→観測値は中高域④ですが、偶に高域⑤で現れます

● 隠れ状態２→観測値は中域③に留り、殆ど中高域④で現れない

● 隠れ状態３→観測値は低価格①に留まる事を示しています。

　一旦隠れ状態が変わると

　その状態が続くことを示し

　ている

　（安定的な銘柄）
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